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第１章 調査概要 

 

１．調査の目的 

 

官民協議した魅力ある観光地の債権・強化事業第三者委員会で選定された「富

裕層向け京都伝統文化お誂えツアー（Ｂｅｙｏｎｄ ＫＹＯＴＯ）」（以下、「調

査対象案件」という）の提案内容に基き取組を行う観光地への観光資源の「目

利き」の派遣、観光資源を題材にモニターツアーの造成・実施及びアンケート

調査等、観光資源の確実な商品化への手法を検討・実施する。 

 

２．調査の概要 

 

調査対象案件の提案内容に基づき、以下の事項について取組を実行した。 

 

① 査対象案件の事業行程・実施体制の構築 

・対象地域と提案者に対するヒアリングを踏まえ、地域全体を含めた取組実施

体制を構築し、詳細なスケジュールを取りまとめた。 

 

②商品化に向けた観光資源の磨き上げ手法の検討 

・商品化に向けた観光資源の磨き上げ、及び調査体調地域の魅力の情報発信に

ついて、その手法を検討・実施した。 

・磨き上げた観光資源を活用して顧客目線により旅行商品化し、モニターツア

ーの企画、造成、参加者の募集、催行に協力した。 

 

③業務遂行状況における業務内容に関する報告 

・取組みの進捗状況について、観光庁指定の様式に基づき近畿運輸局に報告（２

週間に１回）した。 

・事業の取組について、情報発信のアウトプット、取組が各種メディアに紹介

された場合、掲載記事や紹介された内容等を、近畿運輸局に報告した。 

・取組みの効果を把握する上で適切な指標を設定するとともに、その指標の取

組開始時点と進捗に合わせた報告を行った。 

 

④目利きの派遣 

・観光資源の磨き上げと確実な商品化のために、より最適と思われる目利きが

いるか検討し、地域との調整の上、地域と目利きの間を取り次ぐこととした。 

・取組を担当する目利きが決定した後、調査対象地域へ目利きを派遣した。 



4 

 

・派遣した目利きの活動実績報告（各活動日の日報）を作成、回収し、保管し

た。 

 

⑤モニターツアーアンケート 

・旅行会社が開催するモニターツアーにおいてアンケートを実施・回収し、必

要枚数等の点検を行った後、近畿運輸局に報告した。 

・回収したアンケートは、必要枚数があるか確認し、参加者数の水増しがない

ことを確認した。 

 

⑥その他観光庁と連携して実施する業務 

・観光庁で開設するポータルサイトでの情報発信や、ポータルサイトに掲載す

るために制作するＰＲ映像用の映像素材の提供を行った。 

・観光庁で開催する商談会及びＰＲイベントに地域が参加する際の展示内容の

検討や展示物の提供を行った。 

 

３．調査対象案件の提案内容 

別添資料１参照 

 

 

第２章 事業行程・実施体制の構築 

 

調査対象地域の提案者に対し提案内容のヒアリングを実施した上で、地域の取

組実施体制の構築、詳細なスケジュールをとりまとめた。 

 

１．地域の取組体制の構築 

 

調査対象地域の提案者であるＧＯＯＮプロジェクト事務局にヒアリングを実施

し、地域の関係者を取り込んだ実施体制を構築した。 
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「官民協働した魅力ある観光地の債権・強化事業」体制図 
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２．詳細なスケジュール 

 

提案者や地域の関係者との打合せを行った上で、詳細なスケジュールをとりま

とめた。 

別添資料２参照 

 

第３章 商品化に向けた観光資源の磨き上げ手法の検討 

 

１．これまでの取組と課題 

 

これまで、神社仏閣をみるだけの物見遊山型の観光から、参加・体験型への

シフトを促すべく街並みをライトアップする「京都・花灯路」や「京の七夕」

などを企画・開催しており、「5000 万人観光都市」を目標より早く実現するなど、

順調に観光都市として成長を遂げている。 

しかし現状としては、京都には工芸、茶道、華道など伝統文化が集積している

にも関わらず、観光資源として十分に活用されているとは言えない。また京都

のホテルは稼働率約 80％をキープしており宿泊客の量を劇的に増やすことは難

しいことから、今後は観光産業を更に活性化し、経済効果に寄与させるために

は観光の「質」向上が必須である。そのため、昨年度からの取り組みにより、

様々なコンテンツとネットワークを有する「GO ON プロジェクト」を活用するこ

とで、上記課題解決の糸口を見つけ出し、実務的な解決手段を見出すことがで

きないかと考えた。 

 

※ GO ON プロジェクトについて 

昨年度の経産省クールジャパン事業として京都伝統工芸の世界発信と産業全体

の活性化を目的として発足。京都伝統工芸の継承者である、６社６名の若旦那

達によるクリエーティブユニットとして、新商品の開発、統合ブランディング、

世界各地でのインスタレーション・プレゼンテーション等を実施し、各国のメ

ディア・アーティスト・アトリエ等から高い評価を得ている。 

 

２．確実な観光資源の磨き上げ手法の検討・実施 

 

老舗企業ネットワーク（ＧＯＯＮ）が、個々に散らばった伝統文化コンテンツ

を紹介するコンシェルジェ機能を果たすことで唯一無二の価値を創造すること

を大きな目的として活動を進めた。 

■ツアーメニューの造成 
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顧客の要望に合わせ、老舗企業ならではのネットワークと信頼性があることで

提供できる、通常のツアーや個人旅行客ではアクセスできない場所や、特別な

体験をオーダーメイドし、サービスをプレミアム化することでツアーの付加価

値を高めることができた。 

■ ツアーの具体化 

具体的には、通常開設していない、寺院での禅僧による特別座禅体験の提供や、

レストランなどにおいて、通常営業の中では難しい貸し切りディナー及び、付

帯する特別な演出（伝統文化）を加える等、現在する観光資産を磨き上げる手

法を考案した。それらの観光導線やイベントを、ゲストのみに特別公開するGO ON

メンバーの工房（アトリエ・スタジオ）を中心に据えることで、ツアー全体と

して、「京都の裏口」を垣間みていただける体験の連鎖を、コアバリューとして

提供することを検討・実施。 

■富裕層向け御誂えツアー「Beyond KYOTO」の発足と販売 

上記のコアバリューを体現したツアーとして、「一般の観光客が体験する京都を

超える体験を提供する＝「Beyond KYOTO」というツアー名を考案、その思想に

共感し具体的なコンテンツを提供できるサービサーチームを構築。 

■富裕層のターゲット化 

富裕層顧客を想定した基礎的な対応については、特に移動手段・手法の検討や、

各種サービスを提供するタイミング、間合い、旅客の接遇に関する細部への熟

慮などが課題として上ったため、外資系高級ホテルのコンシェルジュを交えて、

指導を仰ぐことで改善に向けたプロセスをスタートさせている。また、将来的

には、インバウンドにおける「訪日富裕層」の顧客化も視野に入れ、グローバ

ルに通用する観光商材となることも目論み、外国人対応等も平行して推進する。 

■ツアーのマーケティング 

顧客プロフイールや要望にあわせ新たなコンテンツを掘り起こし、プログラム

化することで、継続的に地域の伝統文化産業へ波及効果を起こす。またコンテ

ンツを拡充し続けることで、サービスをますます高付加価値商品としてブラン

ド化するサイクルを起こす戦略をとる。 

 

３．調査対象地域の魅力の情報発信の手法の検討・実施 

 

地域の魅力の情報発信として、関係者間で効果的な手法の検討を行った結果、

以下の方法により情報発信を行うこととした。 

①Facebook による発信（https://www.facebook.com/2012goon） 

不特定多数に情報発信が出来る Facebook を利用し、ＧＯＯＮのページを作成し

た。ＧＯＯＮメンバーの紹介や、テレビや雑誌の取材の様子、メディア露出・

https://www.facebook.com/2012goon
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イベントの告知などを定期的に更新し、反響も多くいただいた。 

 

 

（トップページ） 
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②WEB サイトによる発信（http://beyond-kyoto.com/） 

Beyond KYOTO の告知・参加募集を目的としたホームページを立ち上げ、ツアー

で体験できる内容の一部をグラフィック・フォト・コピーにて公開。また、そ

れぞれの工芸人とその工房での活動内容、それぞれのブランドの歴史、作品な

どを写真と共に紹介。また、「GO ON プロジェクト」HP との相互リンクにより、

GO ON が推進するその他の各プロジェクトについても詳しく記載することで、

Beyond KYOTO で体験できる特別な京都を奥深くコミュニケーションするツール

としての機能を果たす。 

 

（トップページ） 

 

http://beyond-kyoto.com/
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（ＧＯＯＮメンバー紹介） 

 

（ＧＯＯＮプロジェクト紹介） 
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③Beyond KYOTO パンフレット 

ツアーの魅力を詳細に伝えるために、プレスキットを作成した。ツアーコン

セプトを十分に反映した高級感のある設えで作り込み、コシェルジェサービス

やツアー関心層へ直接配布した。 

 

（表紙・中のページの一例） 

 

 
（全体図） 
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④Beyond KYOTO プログラムのお披露目パーティー 

「Beyond KYOTO Program Launch reception」開催 

 

(1)日時：平成 25 年 11 月 1 日（金）11：00～20：00 

(2)場所：GO ON Showroom 

（House of Hosoo：京都市上京区黒門通元誓願寺下ル毘沙門町 752） 

(3)主催：GO ON 事務局 

(4)タイムテーブル： 第一部 11：00～18：00 Showroom 内覧会 

第二部 18：00～20：00 reception 

(5)来場者：国内外メディア、デザイナー、クリエーター、バイヤー、アートキ

ュレーター、流通、伝統産業、行政、民間企業関より、約 250 名が来場 

(6)内容：『Ｂｅｙｏｎｄ ＫＹＯＴＯ』プログラムのお披露目パーティーを開催

した。 第一部の内覧会では、ショウルームに展示されているＧＯＯＮ各社の作

品をご覧いただきながら、作品に込める思いや工房訪問での作業内容、Ｂｅｙ

ｏｎｄ ＫＹＯＴＯプログラムの内容などを、ＧＯＯＮに参加する伝統工芸企業

の若旦那達本人がプレゼンした。 

第二部のレセプションでは、西陣に店を構える実力派若手シェフの提供するケ

ータリングで、和を基調倒した料理を提供すると共に、京都在住のアーティス

トの協力のもとライブ演奏を行い、京都ならではのもてなしを体感いただきつ

つ、プログラム内容をプレゼンした。来場者からは、京都の伝統工芸企業が挑

戦する新たな領域への可能性を称える声を多数いただき、このレセプションを

きっかけにして、メディアから多数の取材依頼をいただくとともに、企業から

は今後の協業可能性を打診いただいた。 

後日、雑誌・TV より実際に取材いただき、また、実際に企業とのコラボレート

事業が実現するなど、大きな成果を獲得することが出来た。 
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(8)開催風景 
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⑤プレミアムカード会社とのコラボレーション 

ＡＭＥＸブラックカード会員誌「ＣＥＮＴＲＵＩＯＮ」等でのＧＯＯＮ特集実

績をきっかけに、Ｔｒａｖｅｌ展開についての記事取り上げをプロモート。ま

た、誌面限定での特別ツアー募集も実施する。 

 

４．モニターツアーの造成 

 

①モニターツアーの企画 

ＧＯＯＮは、保守的で縦割りと言われる京都において、業界（西陣織、茶筒、

京金網、木工芸、焼物、竹細工）を超えた老舗企業の後継者が、伝統産業を振

興していくという理念のもと集まり運営されている意欲的な取組である。そこ

で、ＧＯＯＮ各社が擁している京都での特有のネットワークを活かし、ＧＯＯ

Ｎ事務局が、伝統文化コンテンツを組み合わせてツアー化した。ツアーのメイ

ンには、ＧＯＯＮメンバー企業（細尾、開化堂、中川木工芸、金網つじ、公長

斎小菅、朝日焼）の工房見学を据え、さらに、禅寺での貸し切り座禅体験、お

座敷での芸舞妓体験、桂離宮でのアート体験などをお誂えした。不特定多数の

旅客向けの画一化された観光事業の提供ではなく、一人ひとりの要求に柔軟に

対応し、徹底的に付加価値の高いツアーを提供した。 

通常、京都の伝統文化コンテンツは敷居が高く旅行者はアクセスが難しいが、

その閉鎖性をエクスクルーシブという武器にして、ラグジュアリーなトーンで

演出をした。 
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【工房ツアーイメージ】 

 

・西陣織「細尾」 

町屋のお庭で、大女将によるお菓子とお茶のおもてなしを体験しながら、300 年

の歴史についての語り聞かせを行う。その後は、裏の工房へ。伝統工芸から、

世界のラジュアリーブランドへと発信される京の温故知新を届ける。 

・茶筒「開化堂」 

2012 年 ICFF で世界№1クラフトマンシップアワードを受賞。日本伝統職人界の

トップランナー6代目による120工程に及ぶ茶筒の作り込みをプレゼンテーショ

ンし、見学することができる。最後に、オリジナル手彫り名入れ茶さじをプレ

ゼントする。 

・金網「金網つじ」 

食の町、京都の料理人に永く愛される金網細工の老舗。平安時代より伝わる

金網細工の制作行程を見学する。その後、伝統工芸を肌で感じることができる、

自らの手で金網を作り上げる体験プログラムにも参加いただく。 

・木工芸「中川木工芸比良工房」 

人間国宝の当代、清司氏、現代アートの文脈にも挑戦する後継者の周二氏、

木曽椹、木曽檜などの香り立つ工房で、技術と職人味を存分に堪能していただ

く。 

・竹細工｢公長斎小菅｣ 

日本人の生活に古くから馴染み深い竹。先進的なデザインと独自商品の制作で、

現代的な生活になじむ商品を多く発売する店舗でお買いものをお楽しみいただ

く。 

・焼物「朝日焼」 

「すべてがお茶のためにある」といわれる宇治の地で、唯一の窯元として茶器

の技術を 400 年に渡って継承し続ける窯元、朝日焼。ロクロ体験でオリジナル

湯呑の制作していただく。 

 

② モニターツアーの造成 

本ツアーは、富裕層ビジネスで十分な実績を有している、伝統文化コンテンツ

のコーディネートを行うＧＯＯＮ事務局、それを富裕層へ継続的にセールスサ

ポートをする京都高級ホテル、旅行会社として受付とツアー実施をするＳｍａ

ｌｌ Ｊ、PR とブランディングを行う電通が連携することで、確実な協力体制の

もと実施した。それにより、問い合わせからツアー催行まで一貫して、「お誂え

とおもてなし」をコンセプトに、細部にまでこだわったきめ細やかな対応を可

能とした。 
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モニターツアーの営業ツールとしては、ツアーの魅力を詳細に伝えるためのプ

レスキットを制作し、特別なブランド映像やリーフレットを制作した。ツアー

コンセプトを十分に反映した高級感のある設えで作り込み、コンシェルジェサ

ービスやツアー関心層へ直接配布することにより、ピンポイントで富裕層・高

感度層へプロモートできる販路を開拓した。 

ＰＲ展開活動においては、アメックス等富裕層媒体に特化し、誌面での限定販

売等のコラボレーションや、国内外の富裕層向けツアー関連ネットワークが一

同に集まる観光商談会でのプロモートの実施をメインとした。 

 

③モニターツアーの催行 

2013 年 12 月 13（金）、モニターツアーを催行した。 

別添資料３参照 

【ツアー詳細】 

日時：2013 年 12 月 13 日（金）10：00～ 

集合場所：GO ON Showroom（HOUSE of HOSOO） 

〒602-8227 京都府京都市上京区毘沙門町 752 

スケジュール： 

10：00～10:40 GO ON Showroom 見学 

11：00～13:00 妙心寺春光院 座禅ツアーとランチ＆お茶体験 

13：30～14:00 開化堂    茶筒制作の工房見学 

14：20～15:00 河井寛次郎記念館 民芸の見学 

17：30～     登希代 祇園（懇親会 ※会費 4000 円 自由参加） 

京都府京都市東山区縄手通新橋上ル元吉町 42 

 

http://tabelog.com/kyoto/
http://tabelog.com/kyoto/


17 

 

 
（モニターツアー実施風景：細尾） 

 

 
（モニターツアー実施風景：開化堂） 
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（モニターツアー実施風景：朝日焼） 

 

 

（モニターツアー実施風景：禅寺） 

 

 

 

 



19 

 

第４章 業務遂行中における業務内容に関する報告 

 

１．取組の進捗状況の報告 

 

取組の進捗状況について、２週間に１回期間中合計１９回、指定様式に基づき

近畿運輸局に報告した。 

取組内容は、以下のとおり。 

 

①定例会議の準備・招集・実施 

・ＧＯＯＮチームの連携を深めるべく、参加各社個々の持つコンテンツを洗い

出しから実施し、さらにコンテンツの開発・企画・磨き上げの会議を重ねた。 

 

②ツアー企画開発（プログラムの開発・実施、コンテンツの企画・開発、目利

きによるコンテンツの磨き上げ） 

・食コンテンツ候補店の視察を実施。（2013/6/2） 

・京都に造形の深いコンシェルジュへのヒアリングを実施。（2013/6/6） 

・新規外資ホテル GM との意見交換を実施。（2013/8/9） 

・三千院、平八茶屋、安楽寺にて観光コンテンツの視察。それぞれのご担当者

へＢｅｙｏｎｄ ＫＹＯＴＯの趣旨を説明し、協力を仰いだ。今後のトラベルの

コンテンツ化を見据えて、引き続き折衝・交渉を重ねた。（2013/7/22） 

 

③営業ツールの企画・制作（プロモーションビデオ制作、リーフレット制作、

WEB・SNS の制作・運営） 

・商談、PR のためのブランドムービーを撮影した。トラベルで訪れる工房を含

め、京都伝統文化の旅情を撮影。神社・寺院・旅館・庭園等のロケーションに

加えて、職人作業の様子をも撮影した。（2013/7/10-12） 

・WEB サイト制作会議を実施。具体的なデザインや、コンテンツの確認を行った。

（2013/8/23～） 

・ツアー営業のためのツール制作会議を実施。（2013/9/6～） 

 

④PR 活動（PR イベントの企画・運営・制作、パブリシティの企画・開発、PR 事

務局の運営） 

・妙心寺春光院、退蔵院にて行われた日本コンシェルジュ協会会合にて、ＧＯ

ＯＮ各社によるデモンストレーションと PR を実施した。（2013/7/10） 

・パーティーの運営・企画・実施の会議を行った。（2013/9/30～10 月） 

・ハウスオブホソオにて、メディア・行政・関係各社をお招きしたローンチパ
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ーティを開催した。約 250 名のゲストをお迎えすることができ、事前・事後も

多数のメディアの取材をいただいた。（2013/11/1） 

・「Impression GOLD」「クレアトラベル」雑誌特集取材（2013/11/27,11/28） 

・メディア取材対応会議を実施（2013/12/25,2014/1/20） 

・「クレアトラベラー」雑誌特集取材（2014/1/18,1/31） 

・タビカレ大阪駅イベント「近畿の未来ある観光地 PR 展」に参加（2014/1/22） 

・「ガイアの夜明け」取材（2014/1/31） 

・タビカレ東京ビッグサイトイベントに参加（2013/2/1,2/2） 

 

⑤モニターツアーの企画・立案・実施 

・ツアーコンテンツの核となるＧＯＯＮ各社の工房と周辺地域を視察。

（2013/6/26） 

・コンテンツのラインナップ作りから、実施に向けての会議を実施。（2013/7/12

～2013/11 月） 

・当日のタイムスケジュールや招待ゲスト、各視察ポイントでの演出等を確認。

（2013/11/15） 

・各社の工房での体験価値を高めるコンテンツについて協議。（2013/12/5） 

・最終打合せ。ゲストリストの確定と、送迎やホスピタリティ内容の確認。リ

ハーサル確認を実施。（2013/12/12） 

・モニターツアーを実施。参加総人数は 31 人で、参加者を 2 班の分割し実施。

実施後にアンケート回収。（2013/12/13） 

・実施後の反省と改善会議を実施。各ロケーションでのサービス対応や、移動

時などの気付きを共有し、今後のサービス本格化に向けて、ツアーの強化と磨

き上げの要素を抽出した。（2013/12/19） 

 

２．新聞、テレビ、雑誌等のメディア紹介 

 

内容については、別添資料４参照 

【これまでの露出状況】 

① じゃらん「大人のちょっと贅沢な旅」雑誌 記事 （2013/9/6） 

② 京都新聞 朝刊 記事（2013/10/5） 

③ 日経新聞 朝刊 記事（2013/10/31） 

④ TBS 「朝ズバ」 ニュース（2013/11/1） 

⑤ NHK 京都 TV ニュース（2013/11/22） 

⑥ 台湾 La Vie 雑誌 記事（January 2014） 

⑦ IMPRESSION GOLD （JANUARY/FEBRUARY 2014） 
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⑧ ELLE DÉCOR 雑誌 記事 （February 2014） 

⑨ カーサブルータス 雑誌 対談（3月号 2/10 売） 

⑩ BS TBS 「大人の修学旅行」特集（2014/1/25,2/5） 

⑪ クレアトトラベラー 雑誌 特集（2014 SPRING 3/10 売） 

⑫ フィガロジャポン 雑誌 特集（2月号） 

 

【今後の露出予定】 

⑬ TX 系列 「ガイアの夜明け」特集（2014 年 3 月） 

 

 

３．効果指標の設定とその効果 

 

（設定指標） 

（１）メディア露出（厳選されたターゲットメディアにおいて※単純な露出量

ではなく露出質） 

 

（開始時：  6 月  1 日時点） 

各紙において「京都」の旅行特集は組まれていたものの「富裕層向け」「工芸体

験」等が主軸となった特集は、調査範囲においては見受けられなかった。 

 

（最新状況：  3 月 1 日時点） 

ターゲットメディアとしていた、①高級旅行誌②クレジットカード会員誌③経

済系メディアのそれぞれにおいて、本取り組みを主体とした特集を組みいれて

いただくことができた。 

 

（2）富裕層個人旅客問い合わせ数（催行先であるＳｍａｌｌ Ｊへの顧客から

のお問い合わせ） 

（開始時：  6 月  1 日時点） 

月数件程度 

※Ｂｅｙｏｎｄ ＫＹＯＴＯのサービスが存在していなかったため、基本的に

は現地代理店やコンシェルジュからの問い合わせ等、仲介人からの依頼が主だ

った 

 

（最新状況：  3 月 1 日時点） 

Ｂｅｙｏｎｄ ＫＹＯＴＯのサービスローンチ以後（13 年 11 月以降）、個人富

裕層旅客からの問い合わせ数（原則的にＨＰからのメール問い合わせのみ）は、
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合計１2件あった。 

 

(3)Facebook「いいね！」の数 

2012 年 10 月に Facebook 上でＧＯＯＮのページを作成し、作品やメディア露

出の情報などを日々発信している。更新された記事に対して、ユーザーが良い

と思ったものや共感したものを評価して、それを友達に共有する機能である「い

いね！」の数が、徐々に増えている。「いいね！」と押すと、Facebook 上の友達

に共有され、さらに多くのユーザーへの情報共有・展開が期待できる。 

 

 

 

第５章 目利きの派遣 

 

１．目利きの決定 

 

株式会社 電通 京都支社 プロデューサー各務亮氏 

経産省クールジャパン事業として立ち上がった GO ON プロジェクトのビジネス

プロデューサーとして、メンバーと共に発足当初から事業推進にあたり、地域

との連携を創出、京都における幅広いネットワークを有する。アート・コンテ

ンツ・メディアなどに造詣が深く、プロデュース経験が豊富な各務氏を選定。 
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氏名：　　　　各務亮　　　　　　　

平成　25年2月28日

年 実績等

平成24年 経済産業省クールジャパン京都ものづくりのブランド化による中国進出中小企業支援プロジェクト

ビジネスプロデューサー

京都の伝統工芸企業を束ね新しいクリエイターや産業との連携を促すプロジェクト

ユニットGOONをプロデュース。

事業管理、ブランドディレクション、ＰＲ、新商品開発を担当。

GOONプロジェクトは国内外メディアから大きな注目を集め売上、ＰＲ、ブランディング

とクールジャパン事業の中でもかつて無い成果を上げ続けている。

電通の京都支社、新規ビジネス開発担当として京都クライアントとのネットワークも豊富。

「官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業」（目利き経歴書）
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２．目利きの派遣 

 

 各務氏は、数々のブランドディレクション・PR の経験を活かし、観光資源の

磨き上げ（ブランドコンセプト構築、コンテンツ開発）や旅行商品化に向けて

の指導助言を行った。目利きを派遣することで、企画から営業手法の開発まで

を早期に構築した。コンテンツ開発会議を組織した上で工房視察を行い、現状

の工芸コンテンツに、茶道・華道等とアート要素を掛け合わせることで独自価

値を創造したまた、モニターツアーまでに、可能な限りコンテンツの充実に努

めた。 

 

【主な活動】 

・ツアーの企画、顧客管理の会議を実施。参画人材について助言。（2013/6/2） 

・嵐山周辺のツアー内での、食コンテンツ候補店を視察。（2013/6/2） 

・京都に造詣の深いコンシェルジュへのヒアリングを行い、今後の商品開発へ

反映した。（2013/6/2） 

・ツアーの商流、窓口対応の会議（2013/6/20） 

・ツアーコンテンツの核となるＧＯＯＮ参画工房視察し、旅行コンテンツへの

磨き上げ要素などを抽出。（2013/6/26） 

・ツアーコンテンツのラインナップ作りについて指導。（2013/7/12） 

・三千院、平八茶屋、安楽寺にて視察。GO ON travel の趣旨説明を実施。（2013/7/22） 

・ブランドムービーの撮影立会い。音楽、映像コンテンツの指導。（2013/7/29） 

・新規外資ホテル視察。旅客の誘致施策について意見交換を実施。（2013/8/9） 

・WEB サイトのデザイン、コンテンツの相談。（2013/8 月～） 

・メディア取材対応について指導。（2013 年 12 月～2014 年 1 月） 

・タビカレイベントの実施、運営、指導。（2014 年 1 月～2月） 

 

 

第６章 モニターツアーアンケート 

 

１．モニターツアーアンケートの実施 

 

アンケートの各項目・数値については、別添６、７参照 

【ダイジェスト】 

①満足度 

当ツアーの満足度について、参加者 31 人中 21 人（67.8％）の参加者が、「とて

も満足した・満足した・やや満足した」と回答した。具体的な項目の満足度に
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ついては、第 1位が「体験内容」で 14 人（96.6％）、第 2位が「旅行先（京都

市）」で 16 人（93.6％）、ついで第 3位「ツアーの行程」が 12 人（87.1％）と

なった。 

②意見・改善 

・工房見学は非常に感激致しました。（女性・未婚） 

・工場、工房見学の安全面配慮が必要。（男性・既婚） 

・体験できることをもっと増やして欲しい。例：ろくろを回すなど 

（男性・未婚・31 歳、女性・未婚・36 歳） 

・何人でまわるかによっても満足度は変わると思う。（女性・未婚・36 歳） 

・訪問先でのお話が今ひとつおもしろくなかった。プレゼン力をアップさせ 

るべきでは。（女性・未婚・48 歳） 

・食事中の食べること以外の楽しみが欲しかった。音楽など。 

（男性・既婚・34 歳） 

 

 

第７章 観光庁と連携して実施する業務 

 

１．ポータルサイトでの情報発信に係る業務 

 官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業として、2013 年、日本各地の

78 の観光地が「日本タビカレッジ」（通常「タビカレ」という架空の教育機関に

おいて、モニターツアーの実施や地域の情報の発信などの活動を行った。この

活動に、ＧＯＯＮメンバーも「唯一無二の京都 Ｂｙ ＧＯＯＮ」として参加し

た。 

 

 

http://tabicollege.jp/
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２．商談会やＰＲイベントへの参加に係る業務 

 観光庁及び、近畿運輸局が実施・運営した２回のPRイベント・商談会へ「Beyond 

KYOTO」として出展。積極的な PR と集客を目的として、ブランドの訴求、チラ

シの配布や、個別のツアー解説などを実施した。 

 

①Ｂｅｙｏｎｄ ＫＹＯＴＯ「2014 タビカレ学園祭」への出展 

(1)日時：平成２６年２月１日（土）10：00～19：00 

２日（日）10：00～17：30 

(2)場所：東京国際展示場（東京ビッグサイト）西 2ホール 

(3)主催：国土交通省観光庁 

(4)展示会名：2014 タビカレ学園祭 

(5)事業名：官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業（日本タビカレッジ） 

(6)内容：国内観光地の資源を見直し、観光地の魅力開発と旅行商品化を推進す

る「官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業」。事業に参加する全国７８

地域の活動報告と商談の場として開催された「タビカレ学園祭」に、京都市の

取り組みとして京都の伝統工芸企業で作るチーム(ＧＯＯＮ)が、伝統工芸に伝

わる歴史背景を体感する観光プログラムを出展した。 

(7)京都市ブース来場者数：1日（土）６５名 ・ 2 日（日）５０名 

(8)開催風景 
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②Ｂｅｙｏｎｄ ＫＹＯＴＯ 「近畿の魅力ある観光地 PR 展」 の実施 

(1)日時：平成２６年１月２２日（水）11：00～17：00 

(2)場所：JR 大阪駅中央コンコース大丸前 

(3)主催：近畿運輸局 

(4)展示会名： 

近畿の魅力ある観光地 PR 展“タビカレイレブンここに参上”in 大阪駅 

(5)事業名：官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業 

(6)内容：国内観光地の資源を見直し、観光地の魅力開発と旅行商品化を推 

進する「官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業」参加する近畿 

11 地域の活動報告と商談の場として開催された「近畿の魅力ある観光地 

PR 展」に、京都市の取り組みとして京都の伝統工芸企業で作るチーム(GO 

ON)が、伝統工芸に伝わる歴史背景を体感する観光プログラムを出展した。 

(7)京都市ブース来場者数：５５名 

(8)開催風景 
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第８章 まとめ 

 

①成果 

これまで、富裕層マーケットに向けに、京都の様々なコンテンツを体系的に提

供する、地元京都が主体となったサービスは極めて少なかったが、Ｂｅｙｏｎ

ｄ ＫＹＯＴＯができたことで、国内外からの富裕層個人旅客に対する様々な

門戸を開くきっかけを創ることができた。また、この活動を通じて、京都の街

に眠る貴重なコンテンツの掘り起こしを進めたことで、これまでコンテンツと

して捉えられていなかったものが、ツアーのバリュー向上につながることがわ

かった。 

 

②効果検証の結果 

モニターツアーを実施したことで、特に定性的な意見を入手することができ、 

富裕層向け特有の微細な演出・タイミング・心遣い等、今後のツアー改善のた

めの課題とその解決方法のヒントを得ることができた。 

 

③課題・解決策 

最も大きな課題は、ツアーの体験価値とサービスを属人的にどのように 

向上させるかがポイントであることが分かった。団体旅行、または、個人旅行

の中でも汎用的なコンテンツには魅力を感じない趣向性の高い顧客に、ご満足

いただけるプログラムの細部に至るこだわりと、品質の向上が重要であると推

察される。 

 

④次年度以降の商品化に向けて 

本年度の活動を通じて、ツアーを催行するための基礎的なインフラとなる地域

チームの編成、各社の役割分担とビジネススキームの確立、提供するコンテン

ツ・サービス等の開発、PR/告知媒体の制作等を完了することができた。 

次年度以降は、本年活動で得たインフラを基盤としながら、Ｂｅｙｏｎｄ 

ＫＹＯＴＯの活動を通じて、隣接するサービスや業界と積極的なコラボレーシ

ョンを実施していくことで、観光商材のバリエーションを増やし、盤石なツア

ーへと成長させていきたい。そして、地域の様々なプレイヤーやコンテンツを

巻き込むことで、ウェディング・アート・文化コンテンツ産業・教育といった

派生ビジネスを展開させ、総合的な街の活性化に資するプロジェクトを目指し

ていきたい。 

また中期的には、今後日本各地で進む富裕層トラベル市場の開拓という視点で、

他ツアー・サービスに先んじて様々な活動をしかけていくことで、団体ツアー
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や通常の個人旅行とは異なる、富裕層トラベル固有の課題の抽出とそれらを解

決する様々な手法の開発を継続的に実践していきたい。本活動で得た幅広い知

見を活かして、観光立国の一助となるノウハウの蓄積を進めながら、積極的に

業界内のプレイヤーとナレッジシェアを推進し、日本における富裕層トラベル

市場の成長へ貢献できる観光サービスを目指していきたい。 



 

 

（資料２） 
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（資料３） 

 

BEYOND KYOTO 

PRETOUR INFORMATION 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

日時：2013年 12月 13日（金）10：00～ 

集合場所：GO ON Showroom（HOUSE of HOSOO） 〒602-8227 京都府京都市上京区毘沙門町 752 

スケジュール：  10：00～10:40 GO ON Showroom見学 

11：00～13:00 妙心寺春光院 座禅ツアーとランチ＆お茶体験 

13：30～14:00 開化堂    茶筒制作の工房見学 

14：20～15:00 河井寛次郎記念館 民芸の見学 

17：30～      登希代 祇園（懇親会 ※会費 4000円 自由参加） 

075-531-5771 

京都府京都市東山区縄手通新橋上ル元吉町 42 

※当日はすべてバスでのご移動となります。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 GO ONプロジェクト事務局 

〒602-8227 京都府京都市上京区毘沙門町 752 

075－441－5189 | info@goon-project.com | http://goon-project.com/ 
 

 

妙心寺春光院 

 ご挨拶 

平素は格別のご高配賜り誠に有難うございます。 

この度、GO ON Project の次なる挑戦として、富裕層向けお誂えの旅、

『Beyond KYOTO』が始動いたしました。伝統工芸が育まれた京都の文化を

体感していただき、京都の美意識や哲学を観光資源に工房や寺院を巡り、生

涯に渡る京都との関係を築くきっかけとなる旅をご提供することが目的です。ひと

りでも多くの方に京都のファンになっていただき、京都の発展の一助となりたいと

考えております。 

つきましては、京都のこれからを担っていかれる皆様に『Beyond KYOTO』をご

体感いただき、志を同じくする仲間として今後の京都を考えていただくべく、プレツ

アーを下記の要項にて実施させていただきます。 

年末のご多忙な時期で誠に恐縮ではございますが、趣旨をご検察賜り、お運

びいただきますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

http://tabelog.com/kyoto/
http://tabelog.com/kyoto/


 

 

（資料４） 

・じゃらん 「大人のちょっと贅沢な旅」 （2013/9/6） 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

・日本経済新聞 （2013/10/31 朝刊） 

 

 



 

 

 

・京都新聞 （2013/10/5 朝刊） 

 

 



 

 

 

・日本経済新聞 2013/10/31 朝刊 

 

 



 

 

・Ｌａ Ｖｉｅ （January 2014） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

・IMPRESSION GOLD  （ JANUARY/FEBRUARY 2014） 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

・ELLE DÉCOR （FEBRUARY 2014） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

・カーサ ブルータス （2014 年 3 月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

・クレアトラベラー （SPRING 2014） 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

・FIGARO JAPON （2014 年 2 月号） 

 

 

 

 

 



 

 

（資料５） 

ツアー名：『Beyond KYOTO』          ツアーNo.４５  サンプル No. 

モニターツアーに関するアンケート 
 

ツアー内容（事務局記入） 
1 日帰りコース  2 宿泊コース（   ）泊 

備考： 
 

この度は当モニターツアーに参加いただき、ありがとうございました。 

当モニターツアーは国土交通省観光庁「官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業」のひとつとして実施してお

ります。ツアーに参加された皆様の率直なご意見をお聞かせ頂き、本ツアーを改善していくための参考にさせていた

だきたいと存じます。 

結果はすべて統計的に処理し、個人にご迷惑をおかけすることはございません。 

お疲れのところ恐縮ですが、ご協力のほどよろしくお願致します。 
 

※小学生（４年生以上）のお子様の回答について： 

小学生（４年生以上）の方にも同様のアンケート用紙をお渡ししますが、あくまでも参考意見としての資料とするた

め、「★」のついている質問について、同行の大人の方からご説明いただき、可能な範囲でご回答ください。 

尚、同行の保護者の方につきましても別途アンケートへのご回答をお願い致します。 
 

Q１．今回ご参加いただいた『Beyond KYOTO』のツアー内容の内、あなたがツアー前に魅力を感じたことを全てお知らせ下さい。

（○はいくつでも） 

1 京都の伝統工芸工房の訪問と見学 

2 京都の歴史施設の訪問と見学 

3 ホテルコンシェルジュによるサービス 

4 京都の工芸職人や文化人たちとのコ

ミュニケーション 

5 テーラーメードでオーダーできる旅程 

6 宿泊施設 

7 お食事 

8 希望に合った特別な体験 

9 その他（            ） 

 

Q２．今回のツアーを申し込まれた際に、あなたはツアーに対してどの程度期待されていましたか。 

項目別にお知らせください。（それぞれ○は１つ） 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

 と
て
も 

期
待
し
て
い
た 

期
待
し
て
い
た 

や
や 

期
待
し
て
い
た 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
期
待 

し
て
い
な
か
っ
た 

期
待
し
て 

い
な
か
っ
た 

全
く
期
待
し
て 

い
な
か
っ
た 

(1)旅行先（京都市） 1 2 3 4 5 6 7 

(2)体験内容 1 2 3 4 5 6 7 

(3)ツアーのメニュー構成 1 2 3 4 5 6 7 

(4)ツアーの行程（タイムスケジュール） 1 2 3 4 5 6 7 

(5)ツアーガイドの案内（知識） 1 2 3 4 5 6 7 

(6)オプショナルツアー ※記入不要 1 2 3 4 5 6 7 

(7)食事 1 2 3 4 5 6 7 

(8)宿泊施設 1 2 3 4 5 6 7 

(9)ツアー以外での旅行先での滞在 1 2 3 4 5 6 7 

(10)地域の人々との交流 1 2 3 4 5 6 7 

(11)コストパフォーマンス 1 2 3 4 5 6 7 

(12)総合的に見て 1 2 3 4 5 6 7 



 

 

 

Q３．あなたは、当ツアーの情報をどこでお知りになりましたか。（○はいくつでも） 

1 タビカレサイト 

（「日本タビカレッジ」の公式サイト） 

2 旅行会社のウェブサイト 

3 官公庁のウェブサイト 

4 ウェブ広告（バナーなど） 

5 その他の機関・団体のウェブサイト 

6 テレビやラジオ（広告や番組） 

7 新聞（広告や記事） 

8 雑誌やフリーペーパー（広告や記事） 

9 旅行会社の店頭（店員・ポスター） 

10 チラシやポスター、パンフレット 

11 アウトドア・スポーツ店など 

12 友人や知人からの口コミ・誘い 

13 職場・学校など 

14 家族・友人・知人など 

15 Beyond KYOTO のウェブサイト 

16 その他（           ） 

 

Q４．今回のツアーの参加にあたり、事前の情報は充分なものでしたか。（○は１つ） 

1 充分だった  

2 さらに知りたい情報があった（具体的に：                 ） 

 

★Q５．何人で参加されましたか。 あなたを含めて（   ）人 

 

★Q６．今回のツアーはどなたと参加しましたか。あなたから見た属性をお知らせ下さい。 

（○はいくつでも） 

1 一人で参加 

2 友人・知人 

3 夫・妻 

4 中学生以下の子供 

5 高校生・大学生の子供 

6 社会人の子供 

7 親 

8 祖父母 

9 職場の同僚・関係者 

10 その他（            ） 

 

Q６ SQ1 「社会人の子供」とご旅行された方にお伺いします。 

        今回の旅行費用はどなたがお支払になりましたか。(○は１つ) 

1 社会人の子供 2 あなたご自身 3 その他（        ） 

 

★Q７．あなたは、年間に何回くらい国内旅行をされていますか。日帰り旅行、宿泊旅行別に回数を 

お知らせください。また、昨年のトータルの宿泊数をお知らせください。 

日帰り旅行  （    ）回 

宿泊旅行  （    ）回    昨年の宿泊数計（    ）泊 

 

Ｑ８．国内旅行では年間おいくらくらい使われていますか。 

あなた個人でのおおよその金額をお知らせください。 
（    ）万円位 

 

 

 



 

 

 

★Q９．以下に挙げる地域の観光等のプログラム・ツアーの内、あなたがこれまでに参加した 

ことのあるものを全てお知らせ下さい。 

★SQ1 また、今後参加してみたいと思われるプログラム・ツアーを全てお知らせください。 

（それぞれ○はいくつでも） 

プログラム・旅行タイプ 

Ｑ９ 

参加したこと

のあるもの 

↓ 

ＳＱ１ 

今後参加した

いと思うもの 

↓ 

(1) サイクリング・マラソン・トライアスロンなど地域の自然、 

   気候を活かしたスポーツ参加を目的としたプログラム 
1 1 

(2) 趣味のスポーツに縁のある地域や気候の合った地域での 

   合宿プログラム 
2 2 

(3) 自然のフィールドでのトレッキング・登山などのガイド 

ツアー 
3 3 

(4) 自然の中での様々な体験を通して、自然を学ぶプログラム 4 4 

(5) 地域の歴史をテーマに縁の史跡などを巡るプログラム 5 5 

(6) 地域の伝統的文化をまち歩きなどを通して学ぶプログラム 6 6 

(7) 地域の伝統工芸等をガイドや職人などの説明を聞いたり 

   体験しながら学ぶプログラム 
7 7 

(8) ワイナリーの訪問と地域の食などを楽しむプログラム 8 8 

(9) 日本酒の酒蔵訪問と地域の食などを楽しむプログラム 9 9 

(10)地域の食材を楽しむプログラム 10 10 

(11)地域の伝統料理を楽しむプログラム 11 11 

(12)地域の豊かな自然環境等を利用して心と身体の癒し、美容や健

康増進を目的としたプログラム 
12 12 

(13)豊かな自然環境の中でゆったりと過ごすリゾートプロ 

グラム 
13 13 

(14)プチ湯治など温泉での癒し・健康増進などを目的とした 

 プログラム 
14 14 

(15)ローカル線など鉄道そのものを楽しむためのプログラム 15 15 

(16)カメラでの撮影を目的としたまち歩き等のプログラム 16 16 

(17)地域での文化・イベント等の企画と地域での観光を組み合わ 

せたプログラム 
17 17 

(18)農林漁村や田舎での生活体験プログラム 18 18 

(19)映画やドラマのロケ地、アニメのモデルとなったスポット 

を巡るプログラム 
19 19 

(20)環境学習を目的とした体験プログラム 20 20 

(21)地域産業の見学やビジネス・学術交流などを目的とした 

  プログラム 
21 21 

(22)地域再生や活性化を目的としたボランティアプログラム 22 22 

 



 

 

 

★Ｑ１０．当ツアーの内容で、満足された・良かったと思うものを全てお知らせ下さい。 

（○はいくつでも） 

1 京都の伝統工芸工房の訪問と見学 

2 京都の歴史施設の訪問と見学 

3 ホテルコンシェルジュによるサービス 

4 京都の工芸職人や文化人たちとのコ

ミュニケーション 

5 テーラーメードでオーダーできる旅程 

6 宿泊施設 

7 お食事 

8 希望に合った特別な体験 

9 その他（            ） 

 

Q１１．当ツアーに参加されて、どの程度満足されましたか。項目別にお知らせください。 

（それぞれ○は１つ） 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

 と
て
も 

満
足
し
た 

満
足
し
た 

や
や 

満
足
し
た 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
満
足 

し
な
か
っ
た 

満
足 

し
な
か
っ
た 

全
く
満
足 

し
な
か
っ
た 

(1)旅行先（京都市） 1 2 3 4 5 6 7 

(2)体験内容 1 2 3 4 5 6 7 

(3)ツアーのメニュー構成 1 2 3 4 5 6 7 

(4)ツアーの行程（タイムスケジュール） 1 2 3 4 5 6 7 

(5)ツアーガイドの案内（知識） 1 2 3 4 5 6 7 

(6)オプショナルツアー ※記入不要 1 2 3 4 5 6 7 

(7)食事 1 2 3 4 5 6 7 

(8)宿泊施設 1 2 3 4 5 6 7 

(9)ツアー以外での旅行先での滞在 1 2 3 4 5 6 7 

(10)地域の人々との交流 1 2 3 4 5 6 7 

(11)コストパフォーマンス 1 2 3 4 5 6 7 

(12)総合的に見て 1 2 3 4 5 6 7 

 

Ｑ１２．当ツアーで満足しなかった点を次の内から全てお知らせ下さい。（○はいくつでも） 

1  現地までのアクセスが不便 

2  体験内容がイメージと違った 

3  体験内容が物足りない 

4  ツアー全体の構成が良くない 

5  メニューが少ない 

6  スケジュールがタイト 

7  移動距離が長い 

8  オプションが少ない 

9  好みのオプションがない 

10 スタッフやガイドの接客態度が良くない  

11  ガイドの案内・説明が不十分 

12  ガイドの案内・説明が分かりにくい 

13  食事の内容 

14  宿泊施設の設備・サービス 

15  周辺地域へのアクセスが不便 

16  周辺地域で楽しめる所が少ない 

17  周辺地域でのホスピタリティ 

18  ツアー代金が割高 

19  事前のツアー情報が不十分 

20  周辺地域の情報が少ない 

21  その他（            ） 

 

  



 

 

★Ｑ１３．その他当ツアー内容に対するご意見・改善が必要と思われる点等がございましたら 

どのようなことでも結構ですのでお知らせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

★Ｑ１４．あなたは、当ツアーについて、また参加されたいと思いますか。（○は１つ） 

1 

ぜひ参加 

したい 

2 

参加 

したい 

3 

やや参加 

したい 

4 

どちらとも 

いえない 

5 

あまり参加した

いと思わない 

６ 

参加したいと

思わない 

7 

全く参加した

いと思わない 

 

★Ｑ１５．あなたは、今回のツアーについて、友人・知人などに薦めたいと思いますか。（○は１つ） 

1 

ぜひ 

薦めたい 

2 

薦めたい 

3 

やや 

薦めたい 

4 

どちらとも 

いえない 

5 

あまり薦めたい

と思わない 

６ 

薦めたいと 

思わない 

7 

全く薦めたい

と思わない 

 

★ＳＱ１．友人・知人などに薦めたいと回答された方にお伺いします。 

あなたは、当ツアー内容のどのような点を伝えたいと思いますか。どのようなことでも 

けっこうですので具体的にお知らせください。 

 

 

 

 

 

★Ｑ１６．あなたは、今回のツアーで訪れた地域を、今後どの程度訪れたいと思いますか。 

（○は１つ） 

1 

ぜひ 

訪れたい 

2 

訪れたい 

3 

やや 

訪れたい 

4 

どちらとも 

いえない 

5 

あまり訪れたい

と思わない 

６ 

訪れたいと 

思わない 

7 

全く訪れたい 

と思わない 

 

  



 

 

Ｑ１７．ツアー中のお支払いについてお伺いします。下記の項目それぞれに対してツアー代金以外に 

支払った金額をお知らせください。 ※記入不要 

①飲食費（ツアーに組み込まれたもの以外） 
      

円位 

②当ツアー内で購入したもの       
円位 

③土産・買い物など当ツアー以外で購入したもの       
円位 

④交通費       
円位 

⑤その他（             ）       円位 

 

Ｑ１８．今回のツアー参加で必要となる用品などの準備ではおいくらくらい出費されましたか。 

※記入不要 

ツアー前の購入金額合計 
      

円位 

 

Ｑ１９．今回のツアーの価格についてどのように思われましたか。（○は１つ） 

1 ツアー内容に対して割高に感じた 

2 ツアー内容に対して妥当な金額 

3 ツアー内容に対して割安に感じた 

 

Ｑ２０．あなたが今後、同様のツアーに参加した場合のツアー代金についてお伺いします。 

①このツアーについて、いくら位から「高い」と感じ

はじめますか。 

       
円位 

②このツアーについて、いくら位から「高すぎて買え

ない」と感じ始めますか。  

       
円位 

③このツアーについて、いくら位から「安い｣と感じ

はじめますか。 

       
円位 

④このツアーについて、いくら位から「安すぎて少し

不安」と感じ始めますか。 

       
円位 

 

  



 

 

Ｑ２１．あなたが普段よくご覧になっている・利用される情報源で、当ツアーの情報の提供に 

適切だと思われるものをお知らせ下さい。（○はいくつでも） 

1 旅行会社のウェブサイト 

2 宿泊施設などのウェブサイト 

3 観光協会などのウェブサイト 

4 Facebook や Twitter などＳＮＳ 

5 テレビやラジオ（広告や番組） 

6 新聞（広告や記事） 

7 旅行雑誌 

8 一般雑誌 

9 フリーペーパー 

10 旅行会社の店頭 

11 旅行会社のパンフレット・チラシ 

12 旅行先の観光案内所 

13 その他（           ） 

 

 

★Ｑ２２．あなたは、今までに『京都市』を訪れたことがありますか。訪れたことのある方は 

回数もお知らせ下さい。（○は１つ） 

1 訪れたことはない 2 訪れたことがある（   ）回 

 

 

★Ｆ．最後にあなたご自身についてお伺いします。 

F1 性別 1 男性  2 女性 F2 年齢 （   ）才 

F3 未既婚  1 未婚  2 既婚 

F4 職業 1 勤め人 

（会社員、公務員など） 

2 経営者 

3 自営業 

4 パート・アルバイト 

5 自由業 

6 小学生 

7 中学生 

8 高校生 

9 大学・短大・専門学校生 

10 専業主婦・主夫・家事手伝い 

11 無職 

12 その他（         ） 

お住い  都道府県名：（        ） 

交通手段 

1 自家用車 

2 新幹線 

3 鉄道(新幹線以外) 

4 飛行機 

5 高速バス 

6 路線バス 

7 レンタカー 

8 その他（      ） 

 

※↑利用した交通機関すべてをご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（資料６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【№45　Ｂｅｙｏｎｄ　ＫＹＯＴＯ】

ツアー内容 Q1　ツアー前に魅力を感じたこと

　
調

査

数

日
帰

り

コ
ー

ス

宿
泊

コ
ー

ス

　
調

査

数

京
都

の

伝

統
工

芸

工

房

の
訪

問

と

見
学

京
都

の

歴

史
施

設

の

訪

問
と

見

学

ホ
テ

ル

コ

ン
シ
ェ

ル

ジ
ュ

に

よ

る

サ
ー

ビ

ス

京
都

の

工

芸
職

人

や

文

化
人

た

ち

と
の

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド

で

オ
ー

ダ
ー

で

き
る

旅

程

宿
泊

施

設

お
食

事

希
望

に

合
っ

た

特

別

な

体
験

そ
の

他

無
回

答

31 31      - 31 29 13 1 22 4      - 6 3 1 1

100.0 100.0      - 100.0 93.5 41.9 3.2 71.0 12.9      - 19.4 9.7 3.2 3.2

Q2　ツアーに対する期待度
 　

調
査
数

と
て
も
期
待
し
て
い
た

期
待
し
て
い
た

や
や
期
待
し
て
い
た

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ

た

期
待
し
て
い
な
か
っ

た

全
く
期
待
し
て
い
な
か
っ

た

無
回
答

 
 
平
 
 
均

 
 
最
小
値

 
 
最
大
値

（１）旅行先  （京都市） 31 10 12 5 2      -      -      - 2 2.0 0.0 3.0
 100.0 32.3 38.7 16.1 6.5      -      -      - 6.5    
（２）体験内容 31 8 15 6 1 1      -      -      - 1.9 -1.0 3.0
 100.0 25.8 48.4 19.4 3.2 3.2      -      -      -    
（３）ツアーのメニュー構成 31 7 13 6 3 2      -      -      - 1.6 -1.0 3.0
 100.0 22.6 41.9 19.4 9.7 6.5      -      -      -    
（４）ツアーの行程（タイムスケジュール） 31 6 8 6 10 1      -      -      - 1.3 -1.0 3.0
 100.0 19.4 25.8 19.4 32.3 3.2      -      -      -    
（５）ツアーガイドの案内（知識） 31 7 12 5 6      -      -      - 1 1.7 0.0 3.0
 100.0 22.6 38.7 16.1 19.4      -      -      - 3.2    
（６）オプショナルツアー　※記入不要 31      -      -      -      -      -      -      - 31          -         -          
 100.0      -      -      -      -      -      -      - 100.0    
（７）食事 31 2 4 9 6      -      -      - 10 1.1 0.0 3.0
 100.0 6.5 12.9 29.0 19.4      -      -      - 32.3    
（８）宿泊施設 31 2 1 1 9      -      -      - 18 0.7 0.0 3.0
 100.0 6.5 3.2 3.2 29.0      -      -      - 58.1    
（９）ツアー以外での旅行先での滞在 31 2      - 2 10 1      -      - 16 0.5 -1.0 3.0
 100.0 6.5      - 6.5 32.3 3.2      -      - 51.6    
（10）地域の人々との交流 31 7 6 4 3 1      -      - 10 1.7 -1.0 3.0
 100.0 22.6 19.4 12.9 9.7 3.2      -      - 32.3    
（11）コストパフォーマンス 31 2 1 3 11 1      -      - 13 0.6 -1.0 3.0
 100.0 6.5 3.2 9.7 35.5 3.2      -      - 41.9    
（12）総合的に見て 31 5 14 3 2      -      -      - 7 1.9 0.0 3.0
 100.0 16.1 45.2 9.7 6.5      -      -      - 22.6    



 

 

 

 

Q
3
　
ツ
ア
ー
の
情
報
を
知
っ
た
と
こ
ろ

Q
4
　
事
前
情
報
の
充
分
さ
 
 
 
 

　 調 査 数

タ ビ カ レ サ イ ト （ 「 日 本 タ ビ

カ レ ッ ジ 」 の 公 式 サ イ ト ）

旅 行 会 社 の ウ ェ ブ サ イ ト

官 公 庁 の ウ ェ ブ サ イ ト

ウ ェ ブ 広 告 （ バ ナ ー な ど ）

そ の 他 の 機 関 ・ 団 体 の ウ ェ ブ

サ イ ト

テ レ ビ や ラ ジ オ （ 広 告 や 番

組 ）
新 聞 （ 広 告 や 記 事 ）

雑 誌 や フ リ ー ペ ー パ ー （ 広 告

や 記 事 ）

旅 行 会 社 の 店 頭 （ 店 員 ・ ポ ス

タ ー ）

チ ラ シ や ポ ス タ ー 、 パ ン フ

レ ッ ト

ア ウ ト ド ア ・ ス ポ ー ツ 店 な ど

友 人 や 知 人 か ら の 口 コ ミ ・ 誘

い
職 場 ・ 学 校 な ど

家 族 ・ 友 人 ・ 知 人 な ど

G O  O N  T r a v e l の

ウ ェ ブ サ イ ト

そ の 他

無 回 答

　 調 査 数

充 分 だ っ た

さ ら に 知 り た い 情 報 が あ っ た

無 回 答

3
1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
2

1
1
5

6
1

1
3
1

2
1

7
3

1
0
0
.
0
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
.
2
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
8
.
7

3
.
2

4
8
.
4

1
9
.
4

3
.
2

3
.
2

1
0
0
.
0

6
7
.
7

2
2
.
6

9
.
7

Q
5
　
参
加
人
数

Q
6
　
今
回
の
ツ
ア
ー
の
参
加
相
手

Q
7
　
年
間
の
国
内
旅
行
回
数
／
日
帰
り
旅
行

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

一 人 で 参 加

友 人 ・ 知 人

夫 ・ 妻

中 学 生 以 下 の 子 供

高 校 生 ・ 大 学 生 の 子 供

社 会 人 の 子 供

親
祖 父 母

職 場 の 同 僚 ・ 関 係 者

そ の 他

　 調 査 数

社 会 人 の 子 供

あ な た ご 自 身

そ の 他

　 調 査 数

3
0

2
0
.
5

1
.
0

3
0
.
0

3
1

1
4

1
4
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

4
1

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
1

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0

4
5
.
2

4
5
.
2
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
2
.
9

3
.
2

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
0
0
.
0

Q
7
　
年
間
の
国
内
旅
行
回
数
／
日
帰
り
旅
行
 
 

Q
7
　
年
間
の
国
内
旅
行
回
数
／
宿
泊
旅
行

Q
7
　
年
間
の
国
内
旅
行
回
数
／
宿
泊
旅
行

Q
7
　
昨
年
の
宿
泊
数
計

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

0  回

1  回

2  回

3  回

4  回

5  回 以 上

無 回 答

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

日 帰 り

1  泊

2  泊

2
7

6
.
4

0
.
0

2
0
.
0

3
1
 
 
 
 
 
-

4
6

5
3

1
0

3
2
8

4
.
4

1
.
0

2
0
.
0

3
1
 
 
 
 
 
-

1
3

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 
 
 
 
 
-

1
2
.
9

1
9
.
4

1
6
.
1

9
.
7

3
2
.
3

9
.
7

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 
 
 
 
 
-

3
.
2

9
.
7

S
Q
6
.
1
 
　
社
会
人
の
子
供
と
旅
行
し
た
際
の

費
用
負
担



 

 

 

 

Q
7
　

昨
年

の
宿

泊
数

計
Q
8
　

国
内

旅
行

の
年

間
支

払
額

Q
8
　

国
内

旅
行

の
年

間
支

払
額

（
万

円
位

）
 
 

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

支 払 い な し

1  万 円 未 満

1  ～ 5  万 円 未 満

5  ～ 1 0 万 円 未 満

1 0 ～ 1 5 万 円 未 満

1 5 万 円 以 上

無 回 答

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

2
4

1
3
.
2

1
.
0

1
0
0
.
0

3
1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
2

7
1
8

3
2
8

2
6
.
8

3
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
.
2

6
.
5

2
2
.
6

5
8
.
1

9
.
7

1
0
0
.
0
 

 
 

Q
9
　

こ
れ

ま
で

に
参

加
し

た
こ

と
の

あ
る

地
域

の
観

光
等

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
ツ

ア
ー

　 調 査 数

（ １ ） 地 域 の 自 然 、 気 候 を 活

か し た ス ポ ー ツ 参 加 を 目 的 と

し た プ ロ グ ラ ム

（ ２ ） 趣 味 の ス ポ ー ツ に 縁 の

あ る 地 域 や 気 候 の 合 っ た 地 域

で の 合 宿 プ ロ グ ラ ム

（ ３ ） 自 然 の フ ィ ー ル ド で の

ト レ ッ キ ン グ ・ 登 山 な ど の ガ

イ ド ツ ア ー

（ ４ ） 自 然 の 中 で の 様 々 な 体

験 を 通 し て 、 自 然 を 学 ぶ プ ロ

グ ラ ム

（ ５ ） 地 域 の 歴 史 を テ ー マ に

縁 の 史 跡 な ど を 巡 る プ ロ グ ラ

ム
（ ６ ） 地 域 の 伝 統 的 文 化 を ま

ち 歩 き な ど を 通 し て 学 ぶ プ ロ

グ ラ ム

（ ７ ） 地 域 の 伝 統 工 芸 等 を ガ

イ ド な ど の 説 明 を 聞 い た り 体

験 し な が ら 学 ぶ プ ロ グ ラ ム

（ ８ ） ワ イ ナ リ ー の 訪 問 と 地

域 の 食 な ど を 楽 し む プ ロ グ ラ

ム
（ ９ ） 日 本 酒 の 酒 蔵 訪 問 と 地

域 の 食 な ど を 楽 し む プ ロ グ ラ

ム
（ 1 0 ） 地 域 の 食 材 を 楽 し む

プ ロ グ ラ ム

（ 1 1 ） 地 域 の 伝 統 料 理 を 楽

し む プ ロ グ ラ ム

（ 1 2 ） 地 域 の 豊 か な 自 然 環

境 等 を 利 用 し て 、 美 容 や 健 康

増 進 等 を 目 的 と し た プ ロ グ ラ

ム
（ 1 3 ） 豊 か な 自 然 環 境 の 中

で ゆ っ た り と 過 ご す リ ゾ ー ト

プ ロ グ ラ ム

（ 1 4 ） プ チ 湯 治 な ど 温 泉 で

の 癒 し ・ 健 康 増 進 な ど を 目 的

と し た プ ロ グ ラ ム

（ 1 5 ） ロ ー カ ル 線 な ど 鉄 道

そ の も の を 楽 し む た め の プ ロ

グ ラ ム

（ 1 6 ） カ メ ラ で の 撮 影 を 目

的 と し た ま ち 歩 き 等 の プ ロ グ

ラ ム

（ 1 7 ） 地 域 で の 文 化 ・ イ ベ

ン ト 等 の 企 画 と 地 域 で の 観 光

を 組 み 合 わ せ た プ ロ グ ラ ム

（ 1 8 ） 農 林 漁 村 や 田 舎 で の

生 活 体 験 プ ロ グ ラ ム

（ 1 9 ） 映 画 や ド ラ マ の ロ ケ

地 、 ア ニ メ の モ デ ル と な っ た

ス ポ ッ ト を 巡 る プ ロ グ ラ ム

（ 2 0 ） 環 境 学 習 を 目 的 と し

た 体 験 プ ロ グ ラ ム

（ 2 1 ） 地 域 産 業 の 見 学 や ビ

ジ ネ ス ・ 学 術 交 流 な ど を 目 的

と し た プ ロ グ ラ ム

（ 2 2 ） 地 域 再 生 や 活 性 化 を

目 的 と し た ボ ラ ン テ ィ ア プ ロ

グ ラ ム

3
1

4
1

6
5

9
8

1
4

7
7

6
6

5
9

6
 
 
 
 
 
-

1
4

4
 
 
 
 
 
-

2
2

2

1
0
0
.
0

1
2
.
9

3
.
2

1
9
.
4

1
6
.
1

2
9
.
0

2
5
.
8

4
5
.
2

2
2
.
6

2
2
.
6

1
9
.
4

1
9
.
4

1
6
.
1

2
9
.
0

1
9
.
4
 
 
 
 
 
-

3
.
2

1
2
.
9

1
2
.
9
 
 
 
 
 
-

6
.
5

6
.
5

6
.
5

S
Q
1
 
　

今
後

参
加

し
て

み
た

い
と

思
わ

れ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

ツ
ア

ー
　 調 査 数

（ １ ） 地 域 の 自 然 、 気 候 を 活

か し た ス ポ ー ツ 参 加 を 目 的 と

し た プ ロ グ ラ ム

（ ２ ） 趣 味 の ス ポ ー ツ に 縁 の

あ る 地 域 や 気 候 の 合 っ た 地 域

で の 合 宿 プ ロ グ ラ ム

（ ３ ） 自 然 の フ ィ ー ル ド で の

ト レ ッ キ ン グ ・ 登 山 な ど の ガ

イ ド ツ ア ー

（ ４ ） 自 然 の 中 で の 様 々 な 体

験 を 通 し て 、 自 然 を 学 ぶ プ ロ

グ ラ ム

（ ５ ） 地 域 の 歴 史 を テ ー マ に

縁 の 史 跡 な ど を 巡 る プ ロ グ ラ

ム
（ ６ ） 地 域 の 伝 統 的 文 化 を ま

ち 歩 き な ど を 通 し て 学 ぶ プ ロ

グ ラ ム

（ ７ ） 地 域 の 伝 統 工 芸 等 を ガ

イ ド な ど の 説 明 を 聞 い た り 体

験 し な が ら 学 ぶ プ ロ グ ラ ム

（ ８ ） ワ イ ナ リ ー の 訪 問 と 地

域 の 食 な ど を 楽 し む プ ロ グ ラ

ム
（ ９ ） 日 本 酒 の 酒 蔵 訪 問 と 地

域 の 食 な ど を 楽 し む プ ロ グ ラ

ム
（ 1 0 ） 地 域 の 食 材 を 楽 し む

プ ロ グ ラ ム

（ 1 1 ） 地 域 の 伝 統 料 理 を 楽

し む プ ロ グ ラ ム

（ 1 2 ） 地 域 の 豊 か な 自 然 環

境 等 を 利 用 し て 、 美 容 や 健 康

増 進 等 を 目 的 と し た プ ロ グ ラ

ム
（ 1 3 ） 豊 か な 自 然 環 境 の 中

で ゆ っ た り と 過 ご す リ ゾ ー ト

プ ロ グ ラ ム

（ 1 4 ） プ チ 湯 治 な ど 温 泉 で

の 癒 し ・ 健 康 増 進 な ど を 目 的

と し た プ ロ グ ラ ム

（ 1 5 ） ロ ー カ ル 線 な ど 鉄 道

そ の も の を 楽 し む た め の プ ロ

グ ラ ム

（ 1 6 ） カ メ ラ で の 撮 影 を 目

的 と し た ま ち 歩 き 等 の プ ロ グ

ラ ム

（ 1 7 ） 地 域 で の 文 化 ・ イ ベ

ン ト 等 の 企 画 と 地 域 で の 観 光

を 組 み 合 わ せ た プ ロ グ ラ ム

（ 1 8 ） 農 林 漁 村 や 田 舎 で の

生 活 体 験 プ ロ グ ラ ム

（ 1 9 ） 映 画 や ド ラ マ の ロ ケ

地 、 ア ニ メ の モ デ ル と な っ た

ス ポ ッ ト を 巡 る プ ロ グ ラ ム

（ 2 0 ） 環 境 学 習 を 目 的 と し

た 体 験 プ ロ グ ラ ム

（ 2 1 ） 地 域 産 業 の 見 学 や ビ

ジ ネ ス ・ 学 術 交 流 な ど を 目 的

と し た プ ロ グ ラ ム

（ 2 2 ） 地 域 再 生 や 活 性 化 を

目 的 と し た ボ ラ ン テ ィ ア プ ロ

グ ラ ム

3
1

7
4

1
1

1
2

1
5

1
9

1
8

1
1

1
3

2
0

1
8

9
1
5

1
5

6
6

6
8

3
3

8
7

1
0
0
.
0

2
2
.
6

1
2
.
9

3
5
.
5

3
8
.
7

4
8
.
4

6
1
.
3

5
8
.
1

3
5
.
5

4
1
.
9

6
4
.
5

5
8
.
1

2
9
.
0

4
8
.
4

4
8
.
4

1
9
.
4

1
9
.
4

1
9
.
4

2
5
.
8

9
.
7

9
.
7

2
5
.
8

2
2
.
6



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q10 　ツアーの内容で、満足された・良かったと思うもの
　

調
査

数

京

都
の

伝
統

工

芸

工
房

の
訪
問
と

見

学

京

都
の

歴
史

施

設

の
訪

問
と
見
学

ホ

テ
ル

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ
ュ

に
よ
る

サ
ー

ビ

ス

京

都
の

工
芸

職

人

や
文

化
人
た
ち

と

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド

で
オ
ー

ダ
ー

で

き

る
旅

程

宿

泊
施

設

お

食
事

希

望
に

合
っ

た

特

別
な

体
験

そ

の
他

31 30 18 3 22 2      - 8 2 3

100.0 96.8 58.1 9.7 71.0 6.5      - 25.8 6.5 9.7

Q11　ツアーに対する満足度 

 　

調
査

数

と

て
も

満

足

し

た

満

足
し

た

や

や
満

足

し

た

ど

ち
ら

と

も

い

え
な

い

あ

ま
り

満

足

し

な
か
っ

た

満

足
し

な

か
っ

た

全

く
満

足

し

な

か
っ

た

無

回
答

 

 
平

 

 

均

 

 
最

小

値

 

 
最

大

値

（１）旅行先（京都市） 31 16 10 3 1      -      -      - 1 2.4 0.0 3.0

 100.0 51.6 32.3 9.7 3.2      -      -      - 3.2    

（２）体験内容 31 14 12 4 1      -      -      -      - 2.3 0.0 3.0
 100.0 45.2 38.7 12.9 3.2      -      -      -      -    

（３）ツアーのメニュー構成 31 12 10 5 3      -      -      - 1 2.0 0.0 3.0

 100.0 38.7 32.3 16.1 9.7      -      -      - 3.2    

（４）ツアーの行程（タイムスケジュール） 31 6 11 7 6      -      -      - 1 1.6 0.0 3.0

 100.0 19.4 35.5 22.6 19.4      -      -      - 3.2    
（５）ツアーガイドの案内（知識） 31 8 11 4 5      -      -      - 3 1.8 0.0 3.0

 100.0 25.8 35.5 12.9 16.1      -      -      - 9.7    

（６）オプショナルツアー  ※記入不要 31      -      -      -      -      -      -      - 31          -         -          

 100.0      -      -      -      -      -      -      - 100.0    

（７）食事 31 5 10 1 4      -      -      - 11 1.8 0.0 3.0
 100.0 16.1 32.3 3.2 12.9      -      -      - 35.5    

（８）宿泊施設 31      - 1      - 13      -      -      - 17 0.1 0.0 2.0

 100.0      - 3.2      - 41.9      -      -      - 54.8    

（９）ツアー以外での旅行先での滞在 31      - 1 1 12      -      -      - 17 0.2 0.0 2.0
 100.0      - 3.2 3.2 38.7      -      -      - 54.8    

（10）地域の人々との交流 31 5 6 3 4 1      -      - 12 1.5 -1.0 3.0

 100.0 16.1 19.4 9.7 12.9 3.2      -      - 38.7    

（11）コストパフォーマンス 31 1 2      - 14      -      -      - 14 0.4 0.0 3.0

 100.0 3.2 6.5      - 45.2      -      -      - 45.2    
（12）総合的に見て 31 6 12 3 1      -      -      - 9 2.0 0.0 3.0

 100.0 19.4 38.7 9.7 3.2      -      -      - 29.0    

当ツアーの満足度について総合的に見て、67.8％の参加者が、とても満足した・満足した・やや満足した、と回答した

具体的な満足度については、第１位が「体験内容」で14人（96.6％）

第2位が「旅行先（京都市）」で16人（93.6％）ついで第3位が「ツアーの行程」が

12人（87.1％）となった。



 

 

 

 

【
№

4
5
　

Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ

ｎ
ｄ

　
Ｋ

Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

】
Q
1
2
 
　

ツ
ア

ー
で

満
足

し
な

か
っ

た
点

　 調 査 数

現 地 ま で の ア ク セ ス が 不 便

体 験 内 容 が イ メ ー ジ と 違 っ た

体 験 内 容 が 物 足 り な い

ツ ア ー 全 体 の 構 成 が 良 く な い

メ ニ ュ ー が 少 な い

ス ケ ジ ュ ー ル が タ イ ト

移 動 距 離 が 長 い

オ プ シ ョ ン が 少 な い

好 み の オ プ シ ョ ン が な い

ス タ ッ フ や ガ イ ド の 接 客 態 度

が 良 く な い

ガ イ ド の 案 内 ・ 説 明 が 不 十 分

ガ イ ド の 案 内 ・ 説 明 が 分 か り

に く い

食 事 の 内 容

宿 泊 施 設 の 設 備 ・ サ ー ビ ス

周 辺 地 域 へ の ア ク セ ス が 不 便

周 辺 地 域 で 楽 し め る 所 が 少 な

い
周 辺 地 域 で の ホ ス ピ タ リ テ ィ

ツ ア ー 代 金 が 割 高

事 前 の ツ ア ー 情 報 が 不 十 分

周 辺 地 域 の 情 報 が 少 な い

そ の 他

無 回 答

3
1

1
1

7
1

1
9

2
 
 
 
 
 
-

1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

2
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

2
6

2
3

1
1

1
0
0
.
0

3
.
2

3
.
2

2
2
.
6

3
.
2

3
.
2

2
9
.
0

6
.
5
 
 
 
 
 
-

3
.
2
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

6
.
5
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

6
.
5

1
9
.
4

6
.
5

9
.
7

3
5
.
5

Q
1
4
 
　

ツ
ア

ー
へ

の
参

加
意

向
Q
1
5
 
　

今
回

の
ツ

ア
ー

に
対

す
る

友
人

・
知

人
へ

の
推

薦
意

向
Q
1
6
 
　

今
回

の
ツ

ア
ー

で
訪

れ
た

地
域

を
今

後
訪

れ
た

い
程

度

　 調 査 数

ぜ ひ 参 加 し た い

参 加 し た い

や や 参 加 し た い

ど ち ら と も い え な い

あ ま り 参 加 し た い と 思 わ な い

参 加 し た い と 思 わ な い

全 く 参 加 し た い と 思 わ な い

　 調 査 数

ぜ ひ 薦 め た い

薦 め た い

や や 薦 め た い

ど ち ら と も い え な い

あ ま り 薦 め た い と 思 わ な い

薦 め た い と 思 わ な い

全 く 薦 め た い と 思 わ な い

　 調 査 数

記 入 あ り

記 入 な し

　 調 査 数

3
1

1
6

1
0

4
1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
1

1
2

1
1

7
1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
0

2
7

3
3
1

1
0
0
.
0

5
1
.
6

3
2
.
3

1
2
.
9

3
.
2
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
0
0
.
0

3
8
.
7

3
5
.
5

2
2
.
6

3
.
2
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
0
0
.
0

9
0
.
0

1
0
.
0

1
0
0
.
0

S
Q
1
 
　

友
人

・
知

人
な

ど
に

ツ
ア

ー
を

薦
め

た
い

点



 

 

 

 

 

 

Q
1
7
　

ツ
ア

ー
中

に
支

払
っ

た
金

額
（

ツ
ア

ー
代

金
以

外
）

 

②
ツ
ア
ー
内
で
購
入
し
た
も
の

④
交
通
費

⑤
そ
の
他

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

2
5
5
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
0
.
0

1
0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
1
0
0
0
.
0

1
0
0
0
.
0

1
0
0
0
.
0

1
1
0
0
0
.
0

1
0
0
0
.
0

1
0
0
0
.
0

1
0
.
0

0
.
0

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 

 

Q
1
8
 
　

今
回

の
ツ

ア
ー

参
加

で
必

要
と

な
る

用
品

な
ど

の
準

備
で

か
か

っ
た

金
額

 
 
 
 

Q
1
9
 
　

今
回

の
ツ

ア
ー

の
価

格
に

対
す

る
感

じ
方

 
 
 
 

　 調 査 数

支 払 い な し

５ ， ０ ０ ０ 円 未 満

５ ， ０ ０ ０ ～ １ ０ ， ０ ０ ０ 0  円 未 満

１ ０ ， ０ ０ ０ ～ ２ ０ ， ０ ０ ０ 円 未 満

２ ０ ， ０ ０ ０ ～ ３ ０ ， ０ ０ ０ 円 未 満

３ ０ ， ０ ０ ０ 円 以 上

無 回 答

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

ツ ア ー 内 容 に 対 し て 割 高 に 感 じ た

ツ ア ー 内 容 に 対 し て 妥 当 な 金 額

ツ ア ー 内 容 に 対 し て 割 安 に 感 じ た

無 回 答

3
1

1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
0

1
0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
1

1
5

8
 
 
 
 
 
-

8

1
0
0
.
0

3
.
2
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

9
6
.
8

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0

4
8
.
4

2
5
.
8
 
 
 
 
 
-

2
5
.
8

①
飲
食
費
（
ツ
ア
ー
に
組
み
込
ま
れ
た
も

の
以
外
）

③
土
産
・
買
い
物
な
ど
当
ツ
ア
ー
以
外
で
購

入
し
た
も
の

Q
1
8
 
　

今
回

の
ツ

ア
ー

参
加

で
必

要
と

な
る



 

 

 

 Q
2
0　

今
後
、
同
様
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
場
合
の
ツ
ア
ー
代
金
に
つ
い
て
 

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

2
0

5
8
3
2
0
0
.
0

4
0
0
0
.
0

1
5
0
0
0
0
0
.
0

1
8
8
6
5
8
3
3
.
3

5
0
0
0
.
0

2
0
0
0
0
0
0
.
0

1
8
3
8
8
0
8
3
.
3

2
5
0
0
.
0

1
0
0
0
0
0
0
.
0

1
8
1
5
1
7
7
7
.
8

2
0
0
0
.
0
5
0
0
0
0
0
.
0

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0
 

 
 

①
こ
の
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
い
く
ら
位
か
ら

「
高
い
」
と
感
じ
は
じ
め
る
か
（
円
）

②
こ
の
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
い
く
ら
位
か
ら

「
高
す
ぎ
て
買
え
な
い
」
と
感
じ
始
め
る
か

（
円
）

③
こ
の
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
い
く
ら
位
か
ら

「
安
い
｣
 
と
感
じ
は
じ
め
る
か
（
円
）

④
こ
の
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
い
く
ら
位
か
ら

「
安
す
ぎ
て
少
し
不
安
」
と
感
じ
始
め
る
か

（
円
）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q
2
1
 
　
普
段
よ
く
利
用
す
る
情
報
源
で
、
ツ
ア
ー
の
情
報
の
提
供
に
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
も
の

Q
2
2
 
　
訪
れ
た
回
数

　 調 査 数

旅 行 会 社 の ウ ェ ブ サ イ ト

宿 泊 施 設 な ど の ウ ェ ブ サ イ ト

観 光 協 会 な ど の ウ ェ ブ サ イ ト

Ｆ ａ ｃ ｅ ｂ ｏ ｏ ｋ や Ｔ ｗ ｉ ｔ

ｔ ｅ ｒ な ど Ｓ Ｎ Ｓ

テ レ ビ や ラ ジ オ （ 広 告 や 番

組 ）
新 聞 （ 広 告 や 記 事 ）

旅 行 雑 誌

一 般 雑 誌

フ リ ー ペ ー パ ー

旅 行 会 社 の 店 頭

旅 行 会 社 の パ ン フ レ ッ ト ・ チ

ラ シ
旅 行 先 の 観 光 案 内 所

そ の 他

無 回 答

　 調 査 数

訪 れ た こ と は な い

訪 れ た こ と が あ る

無 回 答

　 調 査 数

  平   均

3
1

1
0

8
4

1
1

5
2

8
7

1
2

4
 
 
 
 
 
-

6
5

3
1
 
 
 
 
 
-

2
2

9
5

5
.
8

1
0
0
.
0

3
2
.
3

2
5
.
8

1
2
.
9

3
5
.
5

1
6
.
1

6
.
5

2
5
.
8

2
2
.
6

3
.
2

6
.
5

1
2
.
9
 
 
 
 
 
-

1
9
.
4

1
6
.
1

1
0
0
.
0
 
 
 
 
 
-

7
1
.
0

2
9
.
0

1
0
0
.
0
 

F
2
　
年
齢

F
2
　
年
齢

F
3
　
未
既
婚

　 調 査 数

1 0 歳 未 満

1 0 歳 代

2 0 歳 代

3 0 歳 代

4 0 歳 代

5 0 歳 代

6 0 歳 代

7 0 歳 以 上

無 回 答

　 調 査 数

  平   均

  最 小 値

  最 大 値

　 調 査 数

未 婚
既 婚

無 回 答

3
1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
1
6

6
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

8
2
3

3
6
.
2

2
9
.
0

4
8
.
0

3
1

1
6

1
2

3

1
0
0
.
0
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
.
2

5
1
.
6

1
9
.
4
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

2
5
.
8

1
0
0
.
0
 

 
 

1
0
0
.
0

5
1
.
6

3
8
.
7

9
.
7

F
4
　
職
業

居
住
地

　 調 査 数

勤 め 人 （ 会 社 員 、 公 務 員 な

ど ）
経 営 者

自 営 業

パ ー ト ・ ア ル バ イ ト

自 由 業

小 学 生

中 学 生

高 校 生

大 学 ・ 短 大 ・ 専 門 学 校 生

専 業 主 婦 ・ 主 夫 ・ 家 事 手 伝 い

無 職
そ の 他

無 回 答

　 調 査 数

北 海 道

東 北 ６ 県

北 関 東

南 関 東

甲 信 越

東 海
北 陸

3
1

1
0

1
1
1
 
 
 
 
 
-

6
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

3
3
1
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

1
0
0
.
0

3
2
.
3

3
.
2

3
5
.
5
 
 
 
 
 
-

1
9
.
4
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

9
.
7

1
0
0
.
0
 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

 
 
 
 
 
-

Q
2
2
 
　
今
回
の
ツ
ア
ー
の
地
域
（
京
都
市
）

を
訪
れ
た
こ
と
の
有
無



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住
い
（
都
道
府
県
名
）

　 調 査 数

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県

31
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

 
  

 
 
-

  
 
 
 -

 
 
  

 -
 
  

  
-

  
 
  

-
10

0.
0
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
 
 
 
-

 
  

 
 
-

 
 
  

 -
 
  

  
-

  
 
  

-

住
い
（
都
道
府
県
名
）

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

沖 縄 県

海 外
無 回 答

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

1
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
6

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

3.
2
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
  

  
 -

  
  

 -
19

.4

交
通
手
段

　 調 査 数

自 家 用 車

新 幹 線

鉄 道 (  新 幹 線 以 外 )

飛 行 機

高 速 バ ス

路 線 バ ス

レ ン タ カ ー

そ の 他

無 回 答

31
9

2
5
  

  
 -

1
3
  

  
 -

6
7

10
0.

0
29

.0
6.

5
16

.1
  

  
 -

3.
2

9.
7
  

  
 -

19
.4

22
.6


